
　麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス
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履修上の注意 授業時にはレジメを配布します。

評価方法

20%発表・作品 ○ ◎

宿題・レポート

小テスト

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

福祉政策と社会問題「児童②」

福祉政策と社会問題「障がい①」

福祉政策と社会問題「障がい②」

評価割合

定期試験 ◎ ○ 80%

試験前オリエンテーション

(１)グループワークを実施する(参加態度)　(２)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション、社会福祉概論Ⅰの振り返り 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

ニーズの概念について「需要とニーズの違い」 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

福祉政策と社会問題「貧困①」

福祉政策と社会問題「貧困②」

福祉政策と社会問題「児童①」

ニーズの把握方法について 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

社会資源の概要「社会福祉における資源の必要性、社会資源
の内容」

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

社会資源の開発について 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

福祉政策の論点「福祉政策の課題」 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

福祉供給・利用 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

福祉政策と教育・住宅・労働政策の関係について

学習目標
（到達目標）

目標
福祉ニーズの概念について実践的な視点で学び、その把握方法について説明することが
できる。
社会資源について学び、その内容や種類について説明することができる。
現代の福祉政策の構成要素について学び、その供給過程、利用過程について説明するこ
とができる。
現代の福祉的課題について考え、自らの専門職としての考えを述べることができる。

テキスト・教材
参考図書

現代の社会福祉士養成シリーズ　第3版　現代社会と福祉　kumi出版

対象学科・学年 ソーシャルワーカー科　2年次

授業概要

社会福祉の原理や概念、思想、歴史、および社会福祉援助の対象、福祉ニーズの概念やその把握法を学び、そのうえ
で、社会福祉に関わる制度・政策の法制度、体系、行財政、民間部門の福祉事業・活動の現状、さらにはその方法と展開
過程および組織と運営、従事者と資格、その動向と当面の展望を学ぶ。さらに、福祉政策の論点や福祉政策における政
府、市場、国民の役割、およびその手法と政策決定過程、政策評価、福祉供給部門・過程、福祉利用過程からなる福祉
政策の構成要素、また、教育・住宅・労働政策からなる関連政策を学ぶ。福祉専門職として、福祉政策や地域福祉を見据
えた、広角的かつ実践的な視点を身につける。

授業形式 講義： ○ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 2019 実施時期 前期
実務家教員
担当科目

科目名 社会福祉概論Ⅱ

科目名（英）

単位数 1 時間数 15 担当者 大原朋子



麻生医療福祉専門学校福岡校

言語
情報
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意欲
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〇

〇

〇

〇
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履修上の注意
他者の意見を否定せず受け入れること。
レポートは丁寧な字で記入すること。

評価方法

（１）宿題でレポートを作成し提出する（8回）
（２）グループワークに参加し自分の考えを発現する（グループワーク時）
（３）3分の2以上のの出席をすること。
成績評価はR評価とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

小テスト

振り返りレポート作成

なぜ志を立てることが大切なのか 振り返りレポート作成

自己を知る 振り返りレポート作成

伝える力を学ぶ（１） 振り返りレポート作成

伝える力を学ぶ（２） 振り返りレポート作成

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 〇 実習： 実技：

実施年度 2019年 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

宿題・レポート

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

GCBⅡ学生用テキスト

対象学科・学年 ソーシャルワーカー科2年生

授業概要
（１）充実した人生を送る人たちの考え方にたくさん触れる（２）力のあるメッセージにたくさん触れる。（3）歴史
世界の動き、日本の課題、若者の意識などデータや情報と向き合う。（４）先輩やきらすめーとたちの考え・意
識に触れ、自分自身を振り返る。

学習目標
（到達目標）

与えられた一度の人生に感謝し、心高く生きる 振り返りレポート作成

自己の大切さと責任を自覚する 振り返りレポート作成

GCBⅡを受講して、感じたこと、気づいたこと、学んだこと 振り返りレポート作成

科目名 GCBⅡ

科目名（英） Giobai Citizen Basic

単位数 1単位 時間数 16時間 担当者 平山恵子

出席率 〇 20%

目標

１．考えることの大切さを知る。

２．自分の言葉で伝える大切さを知る。

３．目標の大切さ、志の大切さを知る。

４．行動する大切さに気づく。

発表・作品 ◎ 40%

授業項目・内容 授業外学修指示

グローバルシティズンと志

◎ 40%



　麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ △

○ △

○ △

○ △

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

目標

ボランティアの4原則を理解できる

ボランティアの歴史を理解できる

ボランティアとNPOの違いを理解できる

ボランティアコーディネーターの役割を理解できる

災害ボランティアセンターの設置方法や活動内容について理解できる

出席 ◎ 20%

授業項目・内容 授業外学修指示

科目オリエンテーション　ボランティアとは？

◎

科目名 ボランティア活動法

科目名（英）

単位数 1単位 時間数 16時間 担当者 前田浩明

実施年度 2019年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

○

宿題・レポート

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

配布プリント　JVC資料

対象学科・学年 ソーシャルワーカー科2年

授業概要

福祉現場において求められるボランティアコーディネート力を涵養するため、ボランティアの価値や原則につ
いて理解を深めるととに、歴史的発展の経緯についても理解を深める。また、社会ニーズの多様化・増大化を
背景としてひろがりをみせる、あらゆるボランティア・市民活動について広く見識を深めることにより、“ボラン
ティア市民”として自ら学び成長していける資質を身につけることを目標とする。

学習目標
（到達目標）

NPOとは何か②？～グループ討論～ 配布プリントを読んでおくこと

災害時におけるボランティア活動支援について①（演習） 配布プリントを読んでおくこと

ボランティアコーディネーター模擬体験
ボランティア向けのオリエンテーション（ロールプレイ）

配布プリントを読んでおくこと

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： ○ 実習： 実技：

NHKプロジェクトX「よみがえれ日本海」

ボランティア活動をイメージする（グループワーク） 配布プリントを読んでおくこと

ボランティアコーディネーターの役割について学ぶ
～JVCA４指針からボランティアコーディネーターの極意を掴む～

配布プリントを読んでおくこと

ボランティア活動の発展について歴史的背景(講義） 配布プリントを読んでおくこと

ボランティアとは何か①？～グループ討論～ 配布プリントを読んでおくこと

履修上の注意 意欲的に受講すること

評価方法

期末試験を実施する。
出席回数。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

小テスト ◎ ○ 80%



　麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

回数

18

19
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21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

実務家教員
担当科目

○

授業計画

対象学科・学年 介護福祉科２年　・　ソーシャルワーカ科2年

グループワーク・発表

○

◎

テキスト・教材
参考図書

科目名 医療的ケア（後期）

科目名（英）

単位数 2単位 時間数 17時間 担当者

授業概要

介護福祉士は介護の中核を担う存在となり、複雑化・多様化・高度化していく介護ニーズに対応していく必要
がある。
さらに業務として喀痰吸引と経管栄養が加わり、この授業では、医療職と連携のもとで医療的ケアを安全・適
切に実施できるよう、必要な知識・技術を習得することを目的とする。

学習目標
（到達目標）

目標

喀痰吸引や経管栄養の医行為の一部を業として行うことになった背景をなどを学び説明できる

医療的ケアを安全に実施するための基礎知識を学び医療職との連携の重要性を説明できる

喀痰吸引に関する基礎知識、実施手順とその留意点について学び実技に応用できる

経管栄養に関する基礎知識、実施手順とその留意点について学び実技に応用できる

授業形式 ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 2019年度 実施時期 通年（後期）

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

経管栄養演習　胃ろう経管栄養

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

林田朋子

後期授業ふり返り

後期授業ふり返り　定期試験対策

質問事項をまとめておくこと

喀痰吸引演習　気管内喀痰吸引 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

医療的ケアの実技ができる

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

消化･吸収とよくある消化器の症状
経管栄養とは・経管栄養が必要な状態

経管栄養に関する感染と予防
利用者･家族の気持ちとと対応、説明と同意

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

経管栄養のより生じる危険、注入後の安全確認
急変・事故発生時の対応と事前対策

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

喀痰吸引演習　口腔･鼻腔喀痰吸引 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

経管栄養演習　経鼻経管栄養　2回目

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容

実技： ○

・中央法規出版　　介護福祉士養成講座15　医療的ケア
・中央法規出版　　見て覚える！介護福祉士国試ナビ

経管栄養演習　経鼻経管栄養 1回目

第2節経管栄養実施手順　経管栄養で用いる器具・器材とそのしくみ
清潔の保持

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

経管栄養の技術と留意点

経管栄養実施上の留意点②　子どもの経管栄養について 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

経管栄養に必要なケア　

講義： ○ 演習： △ 実習：

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

経管栄養のしくみと種類 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

注入する内容に関する知識　経管栄養実施上の留意点① 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業外学修指示

第３章　経管栄養　第1節経管栄養概論　消化器系のしくみと働き

履修上の注意 出席が23回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)宿題・レポートを数回実施する。(2)グループ発表を実施する。(3)定期試験（筆記）を実施する。(４)実技試験を
実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

5%

5%

5%

○ ○ ◎

演習 ○ ○ ◎

10%実技試験 ◎ ◎

評価割合

定期試験 ◎

宿題・レポート ○ ○

75%

△



　麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

実施年度 2019年度 実施時期 後期／通年
実務家教員
担当科目

〇

科目名 介護過程各論Ⅱ（後期）

科目名（英）

単位数 4単位 時間数 60時間 担当者 平山恵子

対象学科・学年 ソーシャルワーカー科2年

授業概要
①実習体験の事例を通して、介護過程を理解する。
②介護過程通して、チームアプローチの重要性を理解する。

授業形式 講義： 〇 演習： △ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

実習体験事例を通して、個々に合った介護過程を展開できるようになる。

テキスト・教材
参考図書

中央法規　９．介護過程

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

計画の立案（復習）

介護実習Ⅱ介護過程　担当利用者様のアセスメント、計画の立
案

介護過程論文作成　説明、調べ学習

介護過程論文作成

介護過程論文作成

実習後、論文作成の書式設定

事例　フェイスシート～個別援助計画書作成

介護過程論文作成　説明、調べ学習

介護過程論文作成

介護過程論文作成

介護過程事例発表会

介護過程論文作成

介護過程論文作成

介護過程論文作成

評価割合

定期試験

介護過程事例発表会

定期試験（筆記）は実施しない。
出席・授業態度・提出物・発表内容の状況で評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

30%

発表・作品 〇 〇

宿題・レポート

小テスト

履修上の注意 出席が2/3に満たない場合評価対象外とする。

50%授業 〇

評価方法

20%

提出物 〇 〇



　麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇

日数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

目標

コミュニケーション技術を活用した利用者との関りが実践できる

利用者を中止としたチームケアや多職種協働の方法について学ぶことができる

学校で学んだ生活支援技術が応用されている場面を見学し根拠を理解できる。

多角的に利用者の情報収集を行い、利用者理解を深めることができる

計画的に実習の課題に取り組むことができる。

発表・作品

日々の実習記録の記載

授業項目・内容 授業外学修指示

利用者の名前を覚え、1日の流れを知る

実習態度 〇 〇 〇 50

記録提出 〇 〇 〇 50

科目名 介護実習Ⅲ

科目名（英）

単位数 4単位 時間数 160時間 担当者 平山　恵子

実施年度 2019 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

〇

宿題・レポート

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

実習要項・記録

介護過程の実践
1日の流れを理解し自ら進んで業務に参加する

対象学科・学年 ソーシャルワーカー科　2年生

授業概要
個別ケアを行うために個々のリズムや個性を理解し、利用者の課題を明確にするための利用者ごとの介護
計画の作成、実施後の評価やこれをふまえた計画の修正といった介護過程を展開し、他科目で学習した知
識や技術を総合して、具体的な介護サービスの提供の基本となる実践力を習得する

学習目標
（到達目標）

利用者の思いを引き出すためにコミュニケーションを実践する
生活支援技術実践のための見学を行う

日々の実習記録の記載

コミュニケーションから情報収集を行う。
指導者の指示のもと根拠に基づく生活支援技術の実践

日々の実習記録の記載

他専門職から得られる情報を収集する 日々の実習記録の記載

フェイスシート、状況シートを記入し指導者からの確認を受ける

日々の実習記録の記載・アセスメント表の完成

介護計画を指導者へ確認、指導を受ける
根拠を理解した生活支援技術の実践

日々の実習記録の記載

介護計画の実践準備
レクリエーションなどの企画運営
夜勤業務の実践

日々の実習記録の記載

最終カンファレンスを開催し、自身の振り返りを行う 日々の実習記録の記載・最終カンファレンスレポート
の提出

介護計画の実践
自ら考えて様々な業務を見学する

日々の実習記録の記載・個別援助計画の完成

介護計画の実践
介護福祉職以外の職種について見学等を行い、多職種連携を
学ぶ

日々の実習記録の記載・実施、評価の記録

介護計画の再アセスメントの必要性について考察
昨日の学びを通して、チームケアについて考察する

日々の実習記録の記載

これまでの学びを通して、施設の社会的役割を理解する
介護福祉士の倫理観や専門性について考察する

日々の実習記録の記載

介護計画実践のまとめ
すべての生活支援技術について習熟度の確認

日々の実習記録の記載・プロセスレコードの完成

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： 実習： 〇 実技：

日々の実習記録の記載

職員や利用者との関りを通して、利用者の特徴を理解する 日々の実習記録の記載

利用者と自ら積極的にコミュニケーションを図ることができる 日々の実習記録の記載

利用者の思いを引き出すためにコミュニケーションを実践する 日々の実習記録の記載

介護過程の展開実践のための受け持ち利用者の決定 日々の実習記録の記載・フェイスシートの完成

中間カンファレンスを開催し、自身の振り返りを行う 日々の実習記録の記載・状況シートの完成・カンファ
レンスレポートの作成
日々の実習記録の記載

課題を元に、介護計画の立案
根拠を理解した生活支援技術の実践

履修上の注意 実習は100%の出席のみ評価の対象となる。

評価方法

実習要項にある評価表について下記の尺度で評価。A自分で行動できる　B一度指導されれば、行動することが
できる　Cその都度指導されれば行動できる　D再三にわたり指導されても行動できない。問題行動危険行為が
ある。
施設評価80%　担当教員評価20%　総合評価がDの場合は再実習

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

小テスト



　麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

履修上の注意 出席が2/3に満たない場合評価対象外とする。

50%提出物 〇

評価方法

出席 〇 50%

発表・作品

宿題・レポート

小テスト

帰校日（実習2週目）

帰校日（実習3週目）

帰校日（実習4週目）プロセスレコード発表会

評価割合

定期試験

介護実習Ⅲ報告会

定期試験がないため授業、帰校日の出席、授業中の態度、意欲、努力、提出物（カンファレンスレポート、プロセ
スレコード、実習を終えて等）を評価対象とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

実習施設発表、定期券申請

調べ学習、自己紹介表記入

事前挨拶・実習前審査

プロセスレコード記入方法

カンファレンス記入方法

実習内容、目標設定

実習の決まりごと確認

事前挨拶・実習前審査

実習日誌清書、お礼状、学内申し送り簿の記入

実習日誌清書、お礼状、学内申し送り簿の記入

報告会準備

学習目標
（到達目標）

目標

介護福祉士としての理念、職業倫理、総合的な対応能力が身についている。

介護過程の展開が実習の場面で行える。

テキスト・教材
参考図書

中央法規「介護総合演習・介護実習」

対象学科・学年 介護福祉科1年・ソーシャルワーカー科1年

授業概要
①これまで学んだ知識や技術を統合して、実際場面に適用できる応用力・判断力を身につける。
②実習後に十分な振り返りを行い、より効果的な実習を行えるようにする。

授業形式 講義： 〇 演習： 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 2019年度 実施時期 後期／通年
実務家教員
担当科目

〇

科目名 介護総合演習Ⅱ（後期）

科目名（英）

単位数 4単位 時間数 60時間 担当者 平山恵子



　麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

日数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 実習は100%の出席のみ評価の対象となる。

評価方法

実習要項にある評価表について下記の尺度で評価。A自分で行動できる　B一度指導されれば、行動することが
できる　Cその都度指導されれば行動できる　D再三にわたり指導されても行動できない。問題行動危険行為が
ある。
施設評価80%　担当教員評価20%　総合評価がDの場合は再実習

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

小テスト

日々の実習記録の記載

指導者と共に同行訪問し、家事援助等できそうなことを手伝う 日々の実習記録の記載

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： 実習： 〇 実技：

実施年度 2019 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

〇

宿題・レポート

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

実習要項・記録

対象学科・学年 ソーシャルワーカ科　2年生

授業概要
在宅で生活する方の、個々の生活リズムや個性を理解するという観点から、生活の場においての個別ケアの
実際を学ぶ。他職種協働や関係機関との連携を通じてチームケアの重要性を学ぶ。

学習目標
（到達目標）

科目名 在宅介護実習

科目名（英）

単位数 1単位 時間数 12時間 担当者 平山　恵子

実習態度 〇 〇 〇 50

記録提出 〇 〇 〇 50

目標

在宅介護実習の実際を見学することで介護福祉職の役割を知る。

家事援助・身体介護の実際を学ぶ

実習記録を適切な方法で毎日記載し確実に提出することができる。

社会人としての基本的マナーが実践できる

発表・作品

授業項目・内容 授業外学修指示

指導者と利用者の自宅に訪問し、介護の実際を見学する



　麻生医療福祉専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ギャンブル依存症者への支援2　＜グループディスカッション＞

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、単位を取得することができない。

評価方法

発表・作品

宿題・レポート ○ ○ ◎ ○ 100%

小テスト

医療ソーシャルワークについて

触法障害者の問題1　＜グループディスカッション＞

触法障害者の問題2　＜グループディスカッション＞

評価割合

定期試験

生活保護のケースワークについて考える2

レポートを実施し、定期試験に匹敵するものとして評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

ギャンブル依存症者への支援1　＜グループディスカッション＞

事例　「教育分野のソーシャルワーク」1　＜グループディスカッ
ション＞

「認知症高齢者を介護する家族が意図せず犯す家庭内暴力に
対する支援」2　＜グループディスカッション＞

認知症高齢者の対応について

卒業研究について

事例　「教育分野のソーシャルワーク」2　＜グループディスカッ
ション＞
「認知症高齢者を介護する家族が意図せず犯す家庭内暴力に
対する支援」1　＜グループディスカッション＞

生活が危機的状況にある家庭への介入とワーカーのジレンマ1
＜グループディスカッション＞
生活が危機的状況にある家庭への介入とワーカーのジレンマ2
＜グループディスカッション＞

生活保護のケースワークについて考える1

学習目標
（到達目標）

目標
様々な課題を抱えた対象利用者を捉え、具体的な場面に応じた援助実践能力を身につけ
る。
組織の中で他職種と連携し、チームワークを形成しながら援助をを実践する能力を身につ
ける。

テキスト・教材
参考図書

『新版　ソーシャルワーク実践事例集』　明石書店

対象学科・学年 ソーシャルワーカー科　2年

授業概要
相談援助の知識と技術に関わる他の科目との関連性も視野に入れつつ、社会福祉士に求められる相談援助
に関わる知識・技術、理論について学ぶ。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 2019年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

○

科目名 社会福祉援助技術演習Ⅰ

科目名（英）

単位数 2 時間数 30 担当者 亀田　尚



　麻生医療福祉専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

実施年度 2019年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

○

科目名 社会福祉現場実習指導Ⅰ

科目名（英）

単位数 2 時間数 30 担当者 亀田　尚

対象学科・学年 ソーシャルワーカー科　2年

授業概要
相談援助実習の意義について理解し、相談援助実習に係る個別指導並びに集団指導を通して、相談援助に
おける知識と技術について理解する。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

介護実習と相談援助実習との相違について理解する。

相談援助実習の内容をイメージできるようになる。

実習への意欲を高め、主体的に係れるようになる。

実習後に、実習を振り返り自分自身の課題を抽出する。

テキスト・教材
参考図書

『ソーシャルワークを学ぶ人のための相談援助実習』　中央法規

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

SW実習とは何か？

行政実習の準備①　生活保護行政について
生活保護受給者がギャンブルをするのは許されないのか？

行政実習の準備④　児童相談所の役割について2

行政組織と民間組織の協同1

行政組織と民間組織の協同2

行政実習の準備②　生活保護行政について1

行政実習の準備②　生活保護行政について2

行政実習の準備④　児童相談所の役割について1

事例　「障害者の就労支援」1

事例　「障害者の就労支援」2

実習記録の書き方1

高齢者施設での実習①

高齢者施設での実習②

SW16回生の実習報告

評価割合

定期試験

実習記録の書き方2

通常授業の発表・意欲・態度等を総合的に判断して評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

発表・作品 ○ ○ ◎ ○

宿題・レポート

小テスト

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、単位を取得することができない。

評価方法

100%



言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

30%

就職活動指導⑤（履歴書作成・添削） 履歴書の下書きをしておくこと

履歴書の下書きをしておくこと

就職活動指導⑦（履歴書添削・面接対策） 履歴書の下書きをしておくこと
面接で話す内容を考えておくこと

就職活動指導⑧（履歴書添削・面接対策） 履歴書の下書きをしておくこと
面接で話す内容を考えておくこと

50%

20%

履修上の注意 欠席が６回以上となる場合は、単位未取得となる

評価方法

(1)提出物は各期限を設定する　(2)ホームワークを数回実施する　(3)自習・行事を数回実施する
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

授業態度

意欲・努力 ◎

◎

提出物状況

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

説明会資料やパンフレットを準備しておくこと
企業HPをみておくこと

就職活動指導②（就職活動状況報告・企業研究・受験準備） 説明会資料やパンフレットを準備しておくこと
企業HPをみておくこと

就職活動指導③（履歴書作成） 履歴書に記載する内容をまとめておくこと

就職活動指導④（履歴書作成） 履歴書に記載する内容をまとめておくこと

実施年度 2019年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

○

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

就職活動ガイドブック、求人票、受験者報告書、配布プリント

対象学科・学年 ソーシャルワーカー科2年

授業概要
社会人になる上でのマナーや身嗜み、教養知識を身につける。まずは、就職活動においての企業研究・履歴
書添削・面接指導を行い就職内定へ繋げる。また、クラスや学科行事を行い学科・学年を跨いで交流を深め
る事でコミュニケーション力向上や協調性を身につけ業界へ適した人材育成に繋げる。

学習目標
（到達目標）

就職活動指導⑥（履歴書作成・添削）

科目名 就職実務

科目名（英）

単位数 2単位 時間数 15時間 担当者 平山恵子

目標

業界に適した清潔感のある身嗜みをし日常的に維持する事ができる

社会人としてのマナー（挨拶・電話・メール・態度など）を身につけ実践することができる

就職活動においての報連相を素早く行うことができる
好感のもてる表情や口調で自身の伝えたいことを話し、企業の求める人材像に相応した面接ができ
る

自身の立場をわきまえて行動し、周囲へ配慮することができる

授業項目・内容 授業外学修指示

就職活動指導①（就職活動状況報告・企業研究・受験準備）

◎



　麻生医療福祉専門学校福岡校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

〇

〇

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

実施年度 ２０１９年度 実施時期 通年（後期）
実務家教員
担当科目

○

科目名 障害の理解（後期）

科目名（英） Understanding　of　Desorders

単位数 4単位 時間数 60時間 担当者 田中優子

対象学科・学年 介護福祉科　１年　　ソーシャルワーカー科２年

授業概要

障害の概念や障害者福祉の歴史を踏まえ、障害者支援の基礎となる関係法規や障害者福祉の理念を理解
する。障害（身体・知的・精神・発達障害・難病等）の特性について理解し生活上の支援の在り方を学ぶ。障害
者やその家族に対する関わり・支援の基礎を理解する。地域におけるサポート体制を理解し、支援に活用で
きる。

授業形式 講義 〇 演習： △ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

障害者福祉に関する制度や専門用語、公的支援や疾患の概要を理解する

障害者福祉制度と介護保険制度の共通点と相違点について理解する

障害別の基礎的理解と特性に応じた支援について理解する

障害者への社会資源や家族へのサポートのありかたについて理解する

障害者の個別の事例について考え支援の在り方について意見を述べることが出来る

テキスト・教材
参考図書

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

知的障害の特性を理解し支援の在り方を学ぶ 教科書の当該範囲を読んでおく

知的障害の特性を理解し支援の在り方を学ぶ　②　DVD 教科書の当該範囲を読んでおく

難病の定義を理解しその特性に合った支援の在り方を学ぶ 教科書の当該範囲を読んでおく

難病の定義を理解しその特性に合った支援の在り方を学ぶ
DVD

教科書の当該範囲を読んでおく

まとめと確認テスト 配布プリントとミニテストを復習すること

精神障害の特性を理解し支援の在り方を学ぶ 教科書の当該範囲を読んでおく

高次脳機能障害の特性を理解し支援の在り方を学ぶ 教科書の当該範囲を読んでおく

発達障害の特性を理解し支援の在り方を学ぶ 教科書の当該範囲を読んでおく

チームアプローチの在り方、保健医療関係者の職種を理解する 教科書の当該範囲を読んでおく

家族への支援の在り方について学ぶ 教科書の当該範囲を読んでおく

家族への支援の在り方について学ぶ　②　事例検討 教科書の当該範囲を読んでおく

障害を持った人との関わり　① 教科書の当該範囲を読んでおく

障害を持った人との関わり　② 教科書の当該範囲を読んでおく

地域のサポート体制と社会資源の考え方を学ぶ 教科書の当該範囲を読んでおく

評価割合

定期試験 ◎ ◎ 〇 80%

まとめと確認テスト 配布プリントとミニテストを復習すること

期末試験を実施する。
出席回数。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

 言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

発表・作品

10%

宿題・レポート 〇 10%

小テスト ◎ ◎ 〇

履修上の注意 出席が１０回に満たない場合は定期試験の受験資格を与えない。

評価方法
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○ ○

○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

実施年度 2019年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

〇

科目名 生活支援技術・基本Ⅱ

科目名（英）

単位数 2単位 時間数 30時間 担当者 田上・豆田・平山

対象学科・学年 介護福祉科2年・ソーシャルワーカー科2年

授業概要
基本Ⅰをふまえて、生活支援にICFの視点にもとづいた利用者の生活支援ができるようになることをめざす。
そのために必要な介護技術・援助方法の習得をめざす。

授業形式 講義： 演習： 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

生活援助における、意義と目的を理解しその際に必要なアセスメント方法を身につける

介護技術の理論と方法を習得する

テキスト・教材
参考図書

最新　介護福祉士養成講座　６．生活支援技術Ⅰ　中央法規
最新　介護福祉士養成講座　７．生活支援技術Ⅱ　中央法規
見て覚える！　介護福祉士国試ナビ２０１９　中央法規

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

応急手当（田上） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

応急手当（田上） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

応急手当（田上） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

休息・睡眠（豆田） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

休息・睡眠（豆田） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

応急手当（田上） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

応急手当（田上） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

応急手当（田上） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

人生の最終段階（平山） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

人生の最終段階（平山） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

人生の最終段階（平山） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

休息・睡眠（豆田） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

人生の最終段階（平山） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

人生の最終段階（平山） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

評価割合

定期試験 ◎ ◎ 100%

人生の最終段階（平山） 教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

定期試験（筆記）を実施する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

発表・作品

宿題・レポート

小テスト

履修上の注意 出席が3分の2に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

目標

食文化や食生活の変化、疾患と食事、食生活に関する施策について説明できる。

五大栄養素の種類とはたらき、食事摂取基準の意義とその活用について説明できる。

食品の保存、食品衛生、食中毒の種類と原因、食中毒予防について具体的に述べること
ができる。

高齢者・障害のある人の身体機能と栄養、食品選択と調理方法について説明できる。

利用者に正しい食支援を行うために、自分自身が健康で豊かな食生活を実現することが
できる。

発表・作品 ◎ 10%

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

食生活の基本知識（食文化と食生活の変化、疾患と食事、食生
活に関する施策等）

〇 ◎ ◎ 10%

〇

科目名 家庭生活（調理）

科目名（英） Family life (cookery)

単位数 1単位 時間数 10時間 担当者 大仁田 あずさ

実施年度 2019年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

宿題・レポート

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

介護福祉士養成講座編集委員会編集　『最新 介護福祉養成講座6　生活支援技術Ⅰ』　中央法規出版

対象学科・学年 ソーシャルワーカー科　2年

授業概要

我が国では高齢化の進展及び疾病構造の変化が進む中、厚生労働省は「健康日本21（第2次）」において、
健やかで心豊かに生活できる活力ある社会を実現するために、健康寿命の延伸・健康格差の縮小、生活の
質の向上などの目標を設定している。そこで、本科目では、介護を必要とする人々が自分らしく健康的な生活
を営むうえで重要な食支援の基本となる知識と技術の習得を目指す。

学習目標
（到達目標）

高齢者・障害のある人の栄養と食生活（身体機能と栄養、食品
選択と調理方法）

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

調理技術Ⅰ（実習）　一汁三菜の日本料理（高齢者にも適応）
【実習内容】翡翠の香り飯、さばの幽庵焼き、沢煮椀、みぞれ和
え、フルーツヨーグルト

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

調理技術Ⅰ（実習）　一汁三菜の日本料理（高齢者にも適応）
【実習内容】翡翠の香り飯、さばの幽庵焼き、沢煮椀、みぞれ和
え、フルーツヨーグルト

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

調理技術Ⅱ（実習）　中国料理（高齢者にも適応）
【実習内容】五目炒飯、酢豚、とうもろこしのスープ、杏仁豆腐

80%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： △ 実技：

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

栄養の理解（五大栄養素の種類とはたらき、食事摂取基準の意
義とその活用）

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

献立作成、食品選択・購入（献立の立て方、食事バランスガイ
ド、食品表示、食品添加物）

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

食品の保存、食品衛生（食品衛生の意義、食中毒の種類と主な
原因、食中毒予防）

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

調理の基本、調理操作（調理の準備、食材の下処理、調理操
作、食品の調理性）

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

調理技術Ⅱ（実習）　中国料理（高齢者にも適応）
【実習内容】五目炒飯、酢豚、とうもろこしのスープ、杏仁豆腐

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

履修上の注意 出席が2/3に満たない場合評価対象外とする。

評価方法

(1)宿題・レポートを数回実施する。　(2)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト
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言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

目標

被服の役割を説明でき、様々な種類の被服の取り扱い方や管理の仕方を説明出来る。

個々の身体の状態に合わせた被服の問題点を理解し説明することが出来る。

利用者の尊厳を守りかつ安全な被服の選択が出来る。

ボタン付けや服のほつれを限られた時間内に手早くできるようになる。

利用者の求めていることを理解し相手の立場に立った助言が出来る買い物の同行をす
る。

発表・作品

教科書の該当頁を読んでおく。

授業項目・内容 授業外学修指示

装いについて考える

〇 〇 〇 30%

科目名 家庭生活（被服）

科目名（英）

単位数 時間数 10時間 担当者 鈴木 綾

実施年度 2019年度 実施時期 後期
実務家教員
担当科目

レポート

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

中央法規出版　介護福祉士養成講座6　生活支援技術Ⅰ

対象学科・学年 介護福祉科・ソーシャルワーカー科　2年

授業概要

誰もが身につけている被服は、身体を保護し生命を維持するために欠かせないものでありますが、それだけ
でなく人の尊厳を守り自分らしく生きる意欲にもつながる大切なものです。とくに高齢者や障害者は被服のサ
ポートを受ける面で、個人の気持ちを置き去りにされてしまう場面が多く見受けられます。利用者の心と身体
の状態に合わせたサポートが出来るようになるように、また被服の取り扱い方の基本的な家事力を身につけ
ることが出来ること目指します。

学習目標
（到達目標）

服の素材・洗濯・しみ・漂白について 教科書の該当頁を読んでおく。

障害当事者ゲストスピーカーとワークショップ レポ―ト提出

買い物サポート実習 レポート提出

衣類・寝具の衛生管理について

50%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： △ 実技：

生活支援技術Ⅰ（121頁）褥瘡の原因と具体例を事前
に読んでおく。

福祉の衣料品について

裁縫実習　基礎縫い 教科書の該当頁を読んでおく。裁縫道具（縫い針、
糸、待ち針、糸切ハサミ）を準備する。

裁縫実習　基礎縫い 〃

裁縫実習　基礎縫い 〃

小テスト 授業のすべての内容を理解しておくこと。

履修上の注意 出席が2/3に満たない場合評価対象外とする。

評価方法

試験は授業のすべてを網羅した筆記試験。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 〇

演習 〇 〇 〇 20%
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